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1果内の完全稔実した場合の種子数を5室10位と想

定した場合，中心黒についてみると，放飼園でのスタ

ーキングデリシャスを除いては，いずれも無放飼園よ

り稔実率が高く，無放飼園では，ことにC園が低かっ

た。側黒では，放飼園でのふじ，印度を険いては大差

がみられなかった。

5　稔実権千畳と果実割合

1果内の稔実種子数とその段階的にみた果実の割合

について，第1回に示した。

第1図　稔実種子数と果実割合（紅玉）

これによると，放飼園にあっては，1黒内稔実種子が

2個以下の果実はみられなく，また，5個以上の果実

の割合が高く，ことに10個完全稔実した果実が多か

った○　これに対し無放飼園では，1～2個しか稔実し

ていない果実がみられ，ことにC園では2～5個の果

実の占める割合が高かった。A，B，C園とも10個

完全稔実した果実は少ない憤向にあった。

4　お　あ　り　に

1971年の開花は，低温経過によって平年より7日程

遅れ，また，4月26日，28日の両日にわたって降

霜があったことから，試験園での結実が懸念されたが，

この地域は生育の遅れていたことから，葉の被害にと

どまって．雄雌芯の被害はまぬがれた。結実の良否は，

訪花昆虫の多少のほか，このような天候，その他の要

因の関係するところも大きいが，自家不親和性にある

リンゴの結実は，訪花昆虫に期待しなければならか、。

このことから人工交配の実施されない，しかも訪花昆

虫相の貧弱な園地で，人工増殖によったシマハナアブ

を放飼して授粉効果を検討した結果，無放飼園に比較

して，訪飼国での結実率はすぐれた。ことに稔実状況，

また，1黒内における稔実種子についてみた結果から

しても，放飼園果実の稔実種子率が高く，1果内10

個稔実果実の割合の高い憤向がみられた。このこと吼

果実の品質に大きな影響を及ぼすものと思われる。今

回は20aに対し，2．650匹を用いたが，これが10a

であった場合の放飼量の点などや，放飼時期など，放

飼事例を多くして，さらに検討を進めたい。

キュウリの温度管理に関する試験

第1報　春系キュウリの定植後の温度について

小山田光男・鈴木　　武・三浦　孝雄
（山形　県園試）

1　ま　え　が　き

寡日照下におけるハウスキュウリの生産安定を図る

ため，育苗および定植後の適切な温度を把握する目的

で，一連の試験を実施中である。

そのうち，昭和44年度に実施した黒いぽキュウリ

の定植後の温度管理について報告する。

2　試　験　方　法

1　品　　種：松のみどり

2　耕踵条件：播種1月14日，定植5月5日，

1ベット2粂植（9株′5・5刑），ポリマルチ使用，施

肥量（a当り）N2・OKg，P2051．05侮　K201．5K‰

5　区の構成：第1表のとおり
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第1表　試　験　区

区 温 度
夜 の 気 温 地　　 温 備　　　 考

1 1 5 ℃ 1 5 ℃ 温 度 設 定 期 間

2 1 5 2 0 5月 5 日～ 4 月 1 4 日

5 1 0 1 5

4 1 0 　 2 0
l

4　温度設定の概要

地温：地表下15dWのところに電熱線を約10（職間

隔で布設し，同10の竹のところでサーモスタットを作

動させた。

地温の測定は，午前8時に，あらかじめ地表下10

仰のところへセットしておいた棒状温度計で行なった。

その結果，必ずしも所定の温度に連せず，区間蓋がは

っきりしない日もあったが，おおよそ15℃区は16

℃（士1），20℃区は21℃（士1）で経過した。

夜の気温：ハウス内にポリカーテソを張りハウス中

央部を二重しきりにして二重を作り，各室に温風暖房

機を据えつけ，サーモスタットで温度調節をした。サ

ーモスタットは，作物の生長点附近に吊し，1mの高

さまで作物の伸びに応じて高くした。

温度測定は，自記温度計で行なった。温度計の感応

部は，サーモスタットの位匿附近とした。温度は，10

℃区で10℃（士1～1．5），15℃区は15℃（士2）

に経過した。

5　試　験　結　果

1　生　　育

草丈，葉数，葉の大きさを調査した。

（‖　地温と生育

夜の気温（以下夜温と呼ぶ）15℃における地温

による生育差は，定植後う週間目ころから現われ，20

℃が15℃よりもややまさる傾向にあり，処理打切時

には，草丈で約20cm，菓数は1枚多くなった（第2表も

葉も高地温でやや大型となり，概して苺長よりも棄

幅で差が大きい（第5衷）。

夜温10℃における地温による生育差は，やはり，

夜狙15℃における場合と同様の偵向にあった。しかし，

その差は，15℃の場合よりも小さく，処理打切時に

わずかに草丈で5．0m，集散で約口．5枚の差であった

（第4表）。

第2表　夜温15℃における地温差による生育

15　℃

草 ‾丈 集　 数

20　℃

草　丈

19．㌣ 4 辟 18 7m

5 2．2 5．1 5 2．1

4 9．0 占，7 5 0．4

d 7 4 a ‘ 7 2．0

9鼠 2 1 2．2 10 8．8

1 2 2．4 15．5 15 5．8

1d 1．0 18．9 1 79．0

20 4 8 2 2．1 2 0 8．5

5 7ヱ4 占8 4 5 92．4
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注．定植：5月5日　処理打切：4月14日

第5表　夜温15℃における地温差による葉の大きさ

詳 1 5　 ℃ 2 0　　 ℃

菓　 長 葉　 幅 薫　 長 葉　 幅

2
　 （コⅥ
1 4 d

　 m
1 ス 2

1 4 7 cm 1 エ 1 cm

4 1 ス1 1 9．4 1 8．5 2 0．9

d 2 0．1 2 5．4 2 1．4 2 5．5

8 2 5．0 2 8．0 2 4 5 5 0．5

1 0 2 4 5 5 0．0 2 5．8 5 1．4

1 2 2 5．1 2 8 5 2 5．9 5 2．5

1 4 2 4 5 2 8．8 2 占．4 5 1．2

1 6 2 1．9 2 5．7 2 2．9 S n 5

1 8 1 7 2 2 0．0 2 2．5 2 5，5

2 0 1 1．9 1 5．1 1 占．9 1 9．2

2 2 1 1．0 1 1．7

第4表　夜温10℃における地温差による生育

　 地温

調 査 月 日 目

1 5　 ℃ 2 0　 ℃

草　 丈 菓　 数 草　 丈 乗　 数

5 月　 5 日
17 ㌢ 4 0枚 18イ 椚 5．9 枚

1 0　日 25．9 4 7 25．1 4 4

1 7 日 55．8 5．7 56．1 5．9

2 4 日 4 6．5 ‘．8 4鼠8 Z d

4 月　 1 日 65．2 鼠2 dZ 9 10．2

7　日 74．5 12．6 78．9 15．5

1 4　日 9 4 ° 1°．d 9鼠d 17 0

2 2　日 115．7 19．4 12 4 5 2 0．2

8 月　 5 0　日 505．5 dd．2 5 16．5 70．1

注．定植：5月5日　処理打切：4月14日



552　　　　　　　　　　　　東北　農　業研究　第14　号　（1975）

薬の大きさについても，草丈や菓数と同様の傾向に

あり，地温による差は小さい（第5表）。

第5哀　夜温10℃における地温差による葉の大きさ

詳
1 5　 ℃ 2 0　　 ℃

菓　 長 菓　 幅 菓　 長 彙　 幅

2

　 dⅥ

1 5．5

　 m

1 Z S

　 の乃

1 4 4

（1花

1 ヱd

4 1 °．8 1 9．9 1 8．° 2 2．2

d 1 9．7 2 2．8 2 1．0 2 ス 2

8 2 0．7 2 6．2 2 1．8 2 8．1

1 0 2 0．4 2 5．5 2 1．占 2 ヱ5

1 2 1 9．7 2 5．2 2 0．9 2 5．d

1 4 1 7 9 2 1．0 1 9Ld 2 5．0

1 6 1 4 7 1 占．0 1 8．2 1 8．7

1 8 1 4．7 1 2．5 1 1．8 1 2．8

2 0 － － 8 5 a D

2 ： ー － － －

（21夜温と生育

地温20℃における夜温による生育差は，定植後1

週間目ころから現われ，夜温15℃が1口℃よりもま

さり，処理打切時には，草丈で約80珊高く，乗数は

約2枚多くなり（第8表），葉も大きく，斐幅では2

～7（瀾広い大型の葉で（第7蓑），徒長的生育様相を

示した。

地温15℃における夜温による生育差は，地温20

℃の場合とほぼ同様の傾向を示した。しかし，その差

は2D℃の場合よりもやや小さく処理打切時には，草

丈で約70（湖，菓数で2枚の差があった（第8表）。

第8蓑　地温20℃における夜温差による生育

　 夜 温 l

調 査 月 日項 目

1 5　 ℃ 1 0　 ℃

草　 丈 乗　 数 草　 丈 乗　 数

5 月　 5 日

（7花 枚 C研 　 枚

5．91 8．7 4 0 1 占．1

1 0 日 5 2．1 5．5 2 5．1 4．4

1 7 日 5 0．4 7 1 5 6．1 5．9

2 4 日 7 2．0 鼠2 4 9．8 ス ‘

4 月　 1 日
1 0 8．8 1 5．1 d Z 9 1 0．2

7 日 1 5 5 ．占 1 8．5 7 8．9 1 5．5

1 4 日
1 7 9．0

1 9．7 9 9．8 1 エ0

2 2 日 2 0 8．5 2 5．4 1 2 4 5 2 0．2

8 月 5 0 日 5 9 2．4 d R 4 5 1 占．5 7 0．1

注．定植：5月5日　処理打切：4月14日

第7表　地温20℃における夜温差による菜の大きさ

　 温

節 位 日

1 5　 ℃ 1 0　 ℃

た　 て よ　 こ た　 て よ　　 こ

2
1 4 7c m 1 ス O C m 1 4．4 d W 1 Z d　 Ⅵ

4 1 8．5 2 0．9 1 8 ．d 2 2 ．2

d 2 1．4 2 5 ．5 2 1．0 2 Z 2

8 2 4 5 5 n 5 2 1．8 2 8 ．1

1 0 2 5 ．8 5 1．4 2 1．8 2 7 5

1 2 2 5．9 5 2．5 2 0．9 2 5．6

1 4 2 6．4 5 1．2 1 9．d 2 5．0

1 6 2 2 ．9 5 m 5 1 占．2 1 8 ．7

1 8 2 2．5 2 5 ．5 1 1．8 1 2．8

2 0 1 6．9 1 9．2 a 5 a O

2 2 1 1 1・0 1 1．7 － －

第8表　地温15℃における夜温差による生育

　 温

調 査 月 日項 目

1 5　 ℃ 1 0　 ℃

草　 丈 菓　 数 草　 丈 菓　 数

5 月　 5 日
c m 枚 （7乃 杖

1 9．1 A O 1 7 5 4 D

1 0　日 5 2．2 5．1 2 5．9 4 7

1 7　日 4 9．0 ‘．7 5 5．8 5．7

2 4　日 d ヱ4 a d 4 °．5 8．8

4 月　 1 日 9 9．2 1 2．2 8 5．2 乳 2

7　日 1 2 2．4 1 5．5 7 4 5 1 2．8

1 4 日 1 6 1．0 1 8．9 9 4 占 1 6．占

2 2 日 2 0 4 8 2 2．1 1 1 5．7 1 9．4

d 月 5 0 日 5 7 7 4 6 8 4 5 0 5．5 6 °．2

注．定植：5月5日　処理打切：4月14日

2　収　　量

日）地温と収量

夜温15℃における地温による収量差は，小さく，

地温20℃が15℃よりもわずかに上果で約2本／株

の増収となった（第9表）。

また，夜温10℃の場合，地温による収量差は，約

1本′株であり，地温20℃よりも15℃で多くなっ

た（第10表）。
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第9表　夜温15℃における地温差による収量

（株当り累計）

　 地 温

月 日　 項 目

1 5　 ℃ 2 0　 ℃

上 果 数 くず 異 数 上 果 数 くず 果 数

4 月　 9 日～ 1 9 日

本

2．2

本 本 本

a 4 1．9 n 5

2 0 日～ 5 0 日 ‘．‘ 1．1 占．6 1．4

5 月 1 日～ 1 0 日 1 1．8 2 ．2 1 2．7 2．5

1 1 日～ 2 0 日 1 6．5 5 ．0 1 7 5 5 ．0

2 1 日～ 5 1 日 2 0．5 5．8 2 0．6 5．7

8 月 1 日～ 1 0 日 1 2 5・d 4 7 2 6 ．8 4 7

1 1 8 －－ 2 0 日 5 0．4 8．7 5 2．5 ‘．9

2 1 日～ 5 0 日 5 4 4 鼠 5 5 占．5 鼠 5

収　　 穫　　 始 4 月 9 日 4 月 1 0 日

第10表　夜温10℃における地温差による収量

（株当り累計）

　 地 温

月 日　 項 目

1 5　 ℃ 2 0　 ℃

上 果 数 くず 果 数 上 果 数 くず 果 数

4 月　 9 日～ 1 9 日
本 本 本 本

n 8 ロ．8

2 0 日～ 5 0 日 5，2 n d 4 7 0．7

5 月 1 日へ／：0 日 鼠 9 1．8 9．9 1．9

1 1 巳－′2 0 日 1 4．° 2 ．7 1 5．9 5．0

2 1 日～ 5 1 日 1 8 ．7 5．6 1 7 8 5．9

8 月 1 日～ 1 0 日 2 4．1 5．0 2 2．8 5 ．5

1 1 日～ 2 0 日 2 9．0 ム 9 2 7 8 7 5

2 1 日～ 5 0 日 5 2 ．5 9．5 5 1．0 1 0．5

収　　 穫　　 始 4 月 1 4 日 4 月 1 5 日

（2）夜温と収量

地温20℃における夜温による収量差は，各収穫時

期とも高夜温がわずかにまさり，株当り約5本の増収

となり，くず果率も小さい（第11蓑）。

地温15℃における夜温による収量差は，地温20

℃の場合とほぼ同様の傾向にあり高夜温で秩当り　2本

の増収となり，くず果率も小さい（第12表）。

第15表　開花日から収穫までの日数

第11表　地温20℃に薄する夜温差による収量

（株当り累計）

　 夜 温

月 日　 目

1 5　 ℃ 1 0　 ℃

上 果 数 くず 果 数 上 果 数 くず 果 敢

4 月　 9 日－ 1 9 日
1．声 n 5 本 8 8 本 一 本

2 0 日・・－ 5 0 日 占．占 1．4 4 7 n 7

5 月 1 日～ 1 0 日 1 2．7 2 ．5 鼠 9 1．9

1 1 日～ 2 0 日 1 ス 5 5 ．0 1 5 ．9 5 ．0

2 1 日′－ 5 1 日 2 0．6 5．7 1 7 8 5 ．9

d 月 1 日・） 1 0 日 2 8．8 4 7 2 2．° 5 ．5

1 1 日 へ々 0 日 5 2 ．5 6．9 2 7 8 ス 5

2 1 日～ 5 0 日 5 6，5 鼠 5 5 1．0 1 0．5

収　　 穫　　 始 4 月 1 0 日 4 月 1 5 日

第12蓑　地温15℃における夜温差による収量

（株当り累計）

　 夜 温

月 日　 項 目

1 5　 ℃ 1 0　 ℃

上 果 数 くず 果 上 果 数 くず 果 数

4 月　 9 日～ 1 9 日
2．2本 n 4 本 0．8 本 ＿ 本

2 0 日・－5 0 日 占．d 1．1 5 ．2 0．d

5 月 1 日～ 1 0 日 1 1．8 2．2 鼠 9 1．8

1 1 日～ 2 0 日 1 8．5 5．0 1 4 占 2 ．7

2 1 日～ 5 1 日 2 0．5 5．8 1 8．7 5．°

6 月 1 日～ 1 0 日 2 5．d 4 7 2 4 1 5 ．0

1 1 日～ 2 0 日 5 0．4 8．7 2 9．0 8．9

2 1 日・－ 5 0 日 5 4 4 鼠 5 5 2 ．5 鼠 5

収　　 穫　　 始 4 月 9　日 4 月 1 4 日

生育は．高夜温によって著しく進むことは，すでに

述べた。しかし，果実の肥大は，必ずしも順調に進む

とは言えず，4月20日ころまでは低夜温より約1日

長くかかって収穫期に達している。このことは，4月

10日ころまでの高地温の場合にもみられた（雛15表も

高夜温で，収量に生育ほどの差がみられないのは，

果実肥大が遅れたことによると考えられ，この生育状

態を農家は‘っるぼけ”と称している。

　 夜 温

地 温 開花 時 期

1 5　　 ℃ 1 0　　 ℃

5 月 2 5 日 4 月 2 日 4 月 1 2 日 4月 2 2 日 5月 2 5 日 4 月 2 日 4 月 1 2 日 4 月 2 1 日

～ 5 1 日 ～ 1 0 日 ～ 2 0 日 ～ 2 6 日 ～ 5 1 日 ～ 1 0 日 ～ 2 0 日 ～ 2 8 日

2　0　 ℃
1 6．2 日 1 7 0 日 1 4 5 日 1 2．0 日 1 5．5 日 1 6．1 日 1 5．8 日 1 5．0 日

1 5　 ℃ 1 5．1 1 占．1 1 5．1 1 0．8 1 5．2 1 5．5 1 4 0 1 2．5
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4　む　　す　　び

寡日照下における黒いぽキ1ウリの栽培上の適切な

温度管理を設定するために，夜温15℃，10℃，地

温20℃，15℃の組合せで生育，収量等について調

査した。

温度設定は，必ずしも精確にはゆかなかったが，生

育については，地温20℃と15℃の差は小さく，高

地温でわずかにまさった程度であった。反面，夜温に

ょる生育差は大きく，15℃が10℃よりも草丈や薫

の大きさ，巻きひげの伸び等がまきった。

収量では，生育とほぼ同様の傾向にあり，地温によ

る差がほとんど無く，夜温による差がやや大きかった。

草丈や英数，糞の大きさほどに収量に差が出ないの

は，15℃の夜温では，■っるぼけ”状となり，果実

の肥大が遅れたためと考えられる。

以上から，黒いばキュウリの定植後の温度は，地温

が15℃，夜温15℃でよいと考えられる0　しかし，

夜温15℃では，“つるぼけ，状になることからみて，

夜温は12～15℃にすべきであると推察される。

今後は，さらに経済的な低地温の範乳　首の素質と

夜温，日照量との関係について検討する必要がある。

キュウリの温度管理に関する試験

第2報　春系キュウリの育苗ならびに定植後の温度管理について

横川　庄栄・小山田光男・三浦　孝雄

（山　形　県　園　試）

1　ま　え　が　き

前報において定植後の地温は15℃あれば良いと報

告したが，さらに苗の素質が関係すると思われるので，

それらとの関連において検討したので報告する。

2　試　験　方　法

品種は松のみどりを用い，1月d日には種した。1

月9日鉢上げ後，夜間温度を10℃と15℃にして育

苗した。2月20日に定植を行ない，地温および夜間

温度を10℃と15℃とし，第1表に示す組合せとし

た。

第1蓑　試験区の構成

項 目

区

区　　 の　　 内　　 容

定　　 植　　 後 苗　 床

夜 間 気 温夜 間 気 温 地　　　 温

1 1 5　 ℃ 1 5　 ℃ 1 5　 ℃

2 1 5 1 5 1 0

5 1 5 1 D 1 5

4 1 5 1 0 1 0

5 1 0 1 5 1 5

d 1 0 1 5 1 0

7 1 0 1 0 1 5

8 1 0 1 0 1 0

気温はハウス内をポリカーテソで仕切り，温風暖房機

を用いて，サーモスタットで調節した。地温は苗床お

よび定植床に10m間隔に電熱線を張りサーモスタッ

トを用い調節した。

5　試　験　結　果

1　温度の経過は夜間気温10℃区で士1℃，15

℃区で土2．5℃くらいの範囲内で設定温度に近い値を

示し，地温では10℃区，15℃区いずれも設定温度

よりも高く経過し，設定温度を得られたのは1日のう

ちごく短い時間であった。

特に夜間15℃区の地温10℃区は高く経過した。

2　定植時における生育は，草丈，乗数ともに育苗

夜温15℃区がまさり（第2蓑），葉も大きいものと

なった。この生育差は地温15℃区では試験打切日ま

で続き，1D℃区では徐々になくなり，最後には逆転

した。また，定植後攻温．地温ともに10℃の場合は，

育苗夜温にかかわらず生育が停止することが認められ

たので，5月7日に地温を15℃とした。定植後夜温

による生育は，10℃よりも15℃区が旺盛となり．

日を追うにつれ差は大きくなったが，多少つるボケ気

味の様相を示した。地温による生育は15℃区で旺盛

となったが，寒温による生育差ほどに大きくはなかった。




